
第〇学年　英語科学習指導案


日　時　平成　　年　　月　　日（　　）　　校時
場　所　　　年　　組教室
対　象　　　　　　　　　学校　　年　　組
（男子　　　名女子　　　名）
授業者　

１　単元名　
New Horizon English Course 2　〔東京書籍〕Unit 4 Homestay in the United States  （pp. 57～70）

２　内容のまとまり	Comment by Sato Tsuyoshi: この単元を通して中心的に扱う領域を
(1)聞くこと
(2)読むこと
(3)話すこと[やりとり]
(4)話すこと[発表]
(5)書くこと
から選択する




３　単元の指導目標と評価規準	Comment by Sato Tsuyoshi: 上の３「学年の目標」を受けての、この単元の目標と評価規準です。いわゆる授業の「ダイジェスト」です。ここを見れば授業者がどういうことができるために授業をするのかがイメージできること。言い換えれば、スズメの目がしっかり見えていることが大切です。
（１）目標



（２）評価規準（「○○こと」に関する評価規準）	Comment by Sato Tsuyoshi: 設定した目標をどうなっていれば達成したと考えるのか、３観点別に具体的に記述する。
授業を通して育てたい生徒の姿を具体的にイメージすることがポイントです！
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	〔知識〕
・
〔技能〕
・
	・
	・




４　生徒の実態と指導観	Comment by Sato Tsuyoshi: 授業の3要素は
①生徒の実態
③教材感
③教師の指導観＋それに基づく普段の指導）
です。
この3つの相性を吟味してちょうどバランスの良い授業を組み立てること！

いいかえれば、「こういう生徒がいて」、「今回こういう題材でこういう文型を学ぶレッスン」で、「私はこういう風に英語を教えると考えている」
そういう理由から、以下のような授業を計画します。っていう感じ。

　　（ここに、自分が指導する生徒の実態を記入します。）	Comment by Sato Tsuyoshi: だから、実習で事前に授業を見るときは、この個所をしっかり書けるように観察してほしい！
　　例としては英語に対する意欲関心態度、普段の授業の様子、得意としていること／苦手としていること、クラスの人間関係（英語に関わることであれば）





　　（次に指導観・教材感を書きます）
　　どんな内容を扱っているのか？
　　どんな文法項目を扱っているのか？
　　生徒にどんな活動（スピーチ？メール？）をさせようと考えているか？
　　予想される生徒にとって難しいところ、躓きやすいところは？
　　上記から、どんなことを工夫して／注意して指導をするのか？
　　普段の指導で気を付けていることなど

（ここに校内研のかかわりを書くこともあります）	Comment by Sato Tsuyoshi: 全校で教科の枠を超えて取り組んでいる題材です。
それを自分の授業でどう実現するのかを記入します

５　指導と評価の計画
	時間	Comment by Sato Tsuyoshi: 各単元を何時間で構成するかです。
研究授業など、公開する授業がある場合、（本時）と記入します。
	■ねらい・主な学習活動	Comment by Sato Tsuyoshi: １時間１時間のねらいとそれに対応する学習活動です。
何のために授業をするか＝生徒につけさせたい力は何であるのか
そして、そのためにどんな活動をするかの概要を記入しましょう！

１時間＝50分でできることは限られています。以下の点をチェックしてください！
設定しためあては50分で到達できるのか
活動がめあてとなる能力に関連しているか
活動が段階的に構成されているか
	知	Comment by Sato Tsuyoshi: 授業で評価をする観点に○を付けます。

「読むこと」と「書くこと」のように複数の領域にまたがる場合「○書」というように記入するとわかりやすいです。

ここに〇をつけるのはあくまで記録に残す評価です。一般的には単元の前半（網掛け部分）では記録に残す評価は行いません。ただし、ねらいに即して生徒の活動を見取り（形成的評価）は確実に行い自己の指導へ生かすことは確実に行う。この点について、備考欄に
・記録に残す評価は行わないが、○○が□□できていることを確認する。
など記述してもよい。

	思
	態
	備　　　考	Comment by Sato Tsuyoshi: 授業をするにあたって、
気を付けるべきこと
予想される生徒のつまずき
形成的な評価
等を記入します。

実際の授業と対象となる生徒の姿をイメージして、具体的に記入しましょう！

授業観察で何を見てきたかが問われます！

	１
	· 単元の目標を理解する
· 教師によるオーラルイントロダクションを聞いて、概要を把握するとともに自分のスピーチのイメージを持つ。
1 教師のオーラルイントロダクションを聞き質問に答えたり、表現を繰り返したりする
2 教師のオーラルイントロダクションの概要を捉える
・聞こえた単語を書きとる
・ペアで話し合い内容確認する
・オーラルイントロダクションの内容をペアで伝え合う
	
	
	
	・

	２
	· 
· 
1 
2 
・
・
	
	
	
	

	３
（本時）
	· 
· 
1 
2 
・
・
	
	
	
	

	４
	· 
· 
1 
2 
・
・
	
	
	
	

	５
	· 
· 
1 
2 
・
・
	○
	
	
	

	６
	· 
· 
1 
2 
・
・
	
	
	
	

	７
	· 
· 
1 
2 
・
・
	
	
	
	

	８
	· パフォーマンステスト	Comment by Sato Tsuyoshi: 通常の授業内で評価する必要はない。単元での学習の成果をパフォーマンステストや定期考査などを活用して評価する。
（○○のテーマに何する初見の英文を聞いて、その内容を要約し、自分の意見を付け加えて発表する。
1 ○○に関するスピーチを聞き、キーワードをメモする
2 各自で、要約文を考えスピーチを構成する
3 教師・ALTの前で発表する
	○
	○
	○
	


	後日
	定期テスト
	○
	○
	○
	



６　本時の指導目標（３／8）	Comment by Sato Tsuyoshi: ４　本課の評価規準
６　指導と評価の計画
と矛盾がないように

1時間で指導し、練習させ、評価できることは1つ（多くても2つまで）です。あまり欲張らないように。
	Comment by Sato Tsuyoshi: 全配当時間時間中、この授業は何時間目なのかという意味です。
既習の表現を積極的に用いて会話を継続しようとしている。（内容のまとまり：観点）
（７　評価の基準）※本時で記録に残す評価を行う場合（６　指導と評価の計画で○が付いている時間）には記入します。
　「思考・判断・表現」について、覧弦を通して指導をしたことを踏まえて、以下の３つの条件をすべて満たしていれば「ｂ」とする。

条件１：
条件２：
条件３：

	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	a
	
	
	

	b
	
	３つの条件を満たして○○している
	３つの条件を満たして○○しようとしている。

	c
	「b」を満たしていない
	「b」を満たしていない
	「b」を満たしていない






８　本時の学習	Comment by Sato Tsuyoshi: 1時間の授業の流れです

７　本時の指導目標を達成するためにどんな導入」や「どんな練習」が必要かを「普通」に考えてください。

50分は意外に短いです。逆に言えば、本時の目標に関係ないことはしないくらいの捉えでちょうどいいです。
	段階
	指導過程（時間）
	生徒の活動
	指導の留意点
◎評価

	ウォームアップ
	あいさつ＆What day　（5分）
	(1) 教師にあいさつをし、質問に答える
(2) 今日は何の日であるかについて、教師の話を聞く
(3) ペアで1分間会話を継続する
(4) 教師と30秒会話を継続する
	

	
	ＢＩＮＧＯ（5分）
	(1) 
	

	展　　開　　１
	
	
	





















	展　　開　　２
	
	
	

	まとめ
	
	
	



９　「生徒に求める姿」＝生徒に話させたい英語や書かせたい英語	Comment by Sato Tsuyoshi: まとめの段階で「生徒に求める姿」＝生徒に話させたい英語や書かせたい英語の具体が記載する。





[bookmark: _GoBack]１０　教材教具　	Comment by Sato Tsuyoshi: 使用する、教材教具を記入します。
教科書を使用する場合は、その本文を記入するか、コピーをはってください。

また、自作のプリントやワークシートなどを使用する場合は、ここに添付します。
Let’s Enjoy BINGO 2（浜島書店）、教科書（Total,学校図書）、タイマー、ノートパソコン、プロジェクター
教科書本文（Unit 4 Read and Think ①）
自分で打ってもいいですし、教科書コピーをはってもいいです
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